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いずれの調査も、2012 年 8 月～ 2015 年 3 月
に実施した。原則として、協力者 1 名に対し 1
名ないし 2 名の調査者で 60 ～ 90 分程度のイン
タビューを 2 回行った。面接回数・時間は、最
大 4 回、640 分、最少は 2 回、137 分、1 人あ
たりの平均は 262 分となった。
協力者の基本属性については、次のとおり
である。性別は、男性 11 名、女性 5 名。臨床
経験の内訳は、20 年以上が 10 名（最長 45 年、
最短 24 年）、経験年数 20 年未満が 6 名（最長







































臨床経験 20 年以上の協力者では、B 氏、M
氏、N 氏による＜エピソード３、13、18 ＞、20


















となる体験」であり、A 氏、B 氏、L 氏、C 氏、








































事例からは、B 氏、C 氏、M 氏、N 氏、D 氏、
E 氏、O 氏、P 氏による＜エピソード 4・7、
11、17、19、22・23、26、28、31 ＞ 含 ま れ
ている。20 年未満では、F 氏、H 氏、K 氏
による＜エピソード 34、37・38、44 ＞がある。
②「これまでの実践等に問いが投げかけられる
体験」には、B 氏、L 氏、M 氏、N 氏、P 氏
による＜エピソード 6、9、15・16、20、30・
32 ＞が含まれ、すべてが臨床経験 20 年以上
の協力者によるエピソードであった。
③「新たな価値や視座が与えられる体験」につ
いては、B 氏や D 氏の＜エピソード 5、24 ＞、
M 氏や K 氏による＜エピソード 14、44 ＞が
該当している。
④「新たなワーカーとしての役割が求められる











































  表 4　「小さな節目」となる臨床体験のエピソード①
―　22　― ―　23　―























臨床体験のほかに、臨床経験 20 年以上の A 氏、





























































ソード 26 ＞で示した（福田 2012：62-63）。そ
の他にも、B 氏、C 氏、N 氏、D 氏による＜エ
ピソード 4、11、19、23 ＞がある。また、臨床



























O 氏及び P 氏の＜エピソード 28・31 ＞が該当





















達 人 段 階 で は、「 実 践 は 感 覚 で な さ れ る
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